
附 属 明 細 書
１ 固定資産の取得及び処分、減価償却費並びに減損損失の明細

（単位：円）

資 産 の 種 類 期 首 残 高 当期増加額 当期減少額 期 末 残 高
減価償却累計額 減損損失累計額

差引当期末残高 摘 要
当期償却額 当期損益内 当期損益外

有 形 固 定 資 産
（特定償却資産）

建 物 23¶897¶625¶563 386¶191¶503 9¶549¶063 24¶274¶268¶003 6¶384¶169¶034 1¶173¶013¶146 ` ` ` 17¶890¶098¶969

構 築 物 2¶035¶023¶115 99¶209¶543 16¶508¶922 2¶117¶723¶736 883¶492¶186 150¶358¶541 ` ` ` 1¶234¶231¶550

工具器具備品 625¶365¶851 12¶887¶858 3¶636¶730 634¶616¶979 479¶648¶070 66¶309¶018 ` ` ` 154¶968¶909

図 書 2¶196¶365 ` ` 2¶196¶365 ` ` ` ` ` 2¶196¶365

船 舶 9¶354¶196 ` 123¶626 9¶230¶570 4¶362¶613 806¶115 ` ` ` 4¶867¶957

車 両 運 搬 具 7¶478¶407 ` ` 7¶478¶407 6¶563¶403 1¶793¶373 ` ` ` 915¶004

計 26¶577¶043¶497 498¶288¶904 29¶818¶341 27¶045¶514¶060 7¶758¶235¶306 1¶392¶280¶193 ` ` ` 19¶287¶278¶754

有 形 固 定 資 産
（特定償却資産以外）

建 物 4¶133¶361¶701 371¶271¶856 1¶141¶035 4¶503¶492¶522 1¶241¶305¶495 205¶007¶296 ` ` ` 3¶262¶187¶027

構 築 物 64¶444¶557 162¶371¶297 ` 226¶815¶854 15¶050¶185 7¶035¶315 ` ` ` 211¶765¶669

工具器具備品 8¶048¶835¶428 3¶402¶786¶014 1¶188¶139¶981 10¶263¶481¶461 4¶241¶992¶741 1¶728¶381¶201 ` ` ` 6¶021¶488¶720

図 書 5¶942¶986¶690 84¶201¶970 27¶414¶930 5¶999¶773¶730 ` ` ` ` ` 5¶999¶773¶730

船 舶 1¶265¶198 ` ` 1¶265¶198 759¶096 253¶032 ` ` ` 506¶102

車 両 運 搬 具 22¶086¶982 ` ` 22¶086¶982 19¶983¶808 4¶786¶383 ` ` ` 2¶103¶174

計 18¶212¶980¶556 4¶020¶631¶137 1¶216¶695¶946 21¶016¶915¶747 5¶519¶091¶325 1¶945¶463¶227 ` ` ` 15¶497¶824¶422

非 償 却 資 産 土 地 22¶741¶972¶947 ` ` 22¶741¶972¶947 ` ` ` ` ` 22¶741¶972¶947

美術品・収蔵品 64¶388¶577 ` 171¶200 64¶217¶377 ` ` ` ` ` 64¶217¶377

建 設 仮 勘 定 10¶500¶000 371¶472¶500 10¶500¶000 371¶472¶500 ` ` ` ` ` 371¶472¶500

計 22¶816¶861¶524 371¶472¶500 10¶671¶200 23¶177¶662¶824 ` ` ` ` 23¶177¶662¶824
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２．伏木宿舎（建物、建物附属設備）
\ 減損の兆候が認められた固定資産の用途、種類、場所、帳簿価額等の概要

{用途 福利厚生用
|種類 建物、建物附属設備
}場所 富山県高岡市
~帳簿価額 27¶686¶644円

] 認められた減損の兆候の概要
・当該宿舎の入居者数が承継時と比較して減少し、当該宿舎の稼働率が著しく低下しているため、
減損の兆候があるものと判断しました。

^ 減損の兆候の有無について、減損会計基準「第３ 減損の兆候」３に基づき、複数の固定資産
を一体として判定した場合には、当該資産の概要及び当該資産が一体としてそのサービスを提供
するものと認める理由
・当該宿舎に附帯している建物附属設備である給水設備等が一体として使用されているため。

_ 減損会計基準「第４ 減損の認識」２に掲げる要件を満たしている根拠
・当該宿舎は現在、稼働率・入居率が低下していますが、保守管理が恒常的に行われており、か
つ、今後の利用計画の中で将来の使用稼働を見込んでいることから減損を認識していません。

３．洗心苑（建物、建物附属設備）
\ 減損の兆候が認められた固定資産の用途、種類、場所、帳簿価額等の概要

{用途 福利厚生用
|種類 建物、建物附属設備
}場所 富山県高岡市
~帳簿価額 33¶583¶661円

] 認められた減損の兆候の概要
・当該建物は、設置当初から非常勤講師、留学生及び来客者等の宿泊並びに研修等施設として広
く利用してきましたが、承継時と比較して使用実績が著しく低下しているため、減損の兆候があ
るものと判断しました。

^ 減損会計基準「第３ 減損の兆候」３に該当する複数の固定資産が一体となってサービスの提
供をするものと認める理由
・建物附属設備である照明、通信及び給排水設備等が一体として使用されているため。

_ 減損会計基準「第４ 減損の認識」２に掲げる要件を満たしている根拠
・当該施設は現在、稼働率・入居率が低下していますが、保守管理が恒常的に行われており、か
つ、今後の利用計画の中で将来の使用稼働を見込んでいることから減損を認識していません。
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